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「ことばの教室」というと、発音に関することを思い

浮かべる方が多いかと思いますが、先月号でもお伝えし

たように吃音があるお子さんも通っています。 

 「吃音」というより「どもり」と言った方が分かりや

すいかもしれません。しかし「何となく知っているけど、

よく分からない」のが吃音であり、誤解や誤った情報が

多いというのが現状です。 

 しかし、２～４歳では５％、それ以後は１％、つまり

１００人に１人の割合で吃音のある人がいるといわれ

ており、実はとても身近なことなのです。 

 右の資料にもあるように、吃音のある人にとって周り

の理解と温かい支援がとても重要となります。ことばの

教室では、環境調整をおこなったり、楽しくおしゃべり

をしたりして、吃音にとらわれず、その子らしさを生か

して前向きに過ごしていけるよう指導していきます。 

             ３月２６日に近隣市町ことばの教室合同の吃音グループ学習会を 

はぴすしらおかで行いました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ３月にことばの教室を卒業したお子さんの保護者の方に感想を 

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 随時受け付けています！ 

白岡市教育委員会        

 0480-92-1111（代表）  

篠津小学校ことばの教室     

 0480-91-0017（直通） 

 

白岡市立篠津小学校  

平成３０年５月号 

通級に際し、連絡帳の記入や授業の補充などいろいろお手数をおかけしますが、よろ

しくお願いいたします。指導内容や在籍学級での対応の仕方などについて、疑問点や分

からないことがありましたらお知らせください。先日も「間違った発音をした時、どう

したらよいのか？」という質問をいただきました。お子さんによって、また時期によっ

て対応が異なりますので、細かに連携をとって指導していきたいと思います。 

 

担任の先生方へ 

通級時間の調整や在籍校との連絡を終え、４月下旬より今年度の通級指導をスタートしました。

５月現在２０名の子ども達が在籍しています。笑顔で応援してくれるクラスのお友達、付き添って

くださる保護者の方、励まして送り出してくれる担任の先生方、ありがとうございます。あらため

てこの１年よろしくお願いいたします。 

こいのぼりは「鯉の滝のぼり」で立身出世のシンボルだっ

た鯉をのぼりにするというアイデアから生まれました。江戸

時代の和紙で作られたこいのぼりを真似して手作りしたり、

ベランダ用や室内用を飾ったりしてみるのもいいですね。 

こいのぼり 

グループ学習会 

保護者のお手紙 

６年間の学校生活で毎年４月の新学期の初めには、担任の先生に吃音があることと

フォローをお願いしてきましたが、先生によって対応も様々でした。先生方全体で吃

音について知識を持っていただけたらいいなと思います。 

ことばの教室には、いろいろと相談にのってもらえて、学校とも連絡をとれる体制

だったので、よかったし安心でした。息子も、もし困ったことが起きてもことばの教

室の存在が安心材料だったと思います。 

ことばの教室で“吃音を治す”のではなく“うまく吃音と付き合っていこう”とい

う、今後の息子の人生の指針みたいなものを教わった気がします。中学校に行っても、

もし困ったことがあったら頼らせてください。 

４年間ありがとうございました。 

P.S 卒業式、呼名も呼びかけの言葉も、堂々と大きな声で言えました。 

吃音
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前半はみんなでパンケーキ作りを

しました。お友達や保護者の方々と

協力して、楽しく調理することがで

きて、和やかな雰囲気の中、おいし

く食べることができました。 

 

後半、保護者は懇談会、子どもたちはレクリエーションを行いました。子どもたちは「すごく

すごろく」というゲームを通して吃音についての意見交換をしました。「ぼくもそういうこと

があった！」と共感する声があがったり、「私はこう思う」と自分の考えを発表したり、素直

な気持ちを表現できていたように思います 

これからも不安なことが増えてい

くと思いますが、「すごくすごろく」

のように意見を交換できるように

していきたいです。 ６年男子 

 

同じ悩みのお子さんたちや保護者の方たちと貴重な

体験やお話も聞けて、本当にうれしく思います。本

人の話や気持ちもきちんと受け止めて成長を見守っ

ていきたいと思います。  男子保護者 

感

想 


